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・この記事で取り上げたソースコードおよび
サンプルプログラムは、付録CD-ROMの
¥DOTNET¥EXCELディレクトリに収録
しています。

・商品管理.XLS
今回作成したサンプルアプリケーション

¥PICTURE
サンプルで利用する商品画像
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はじめに

本連載は「Excel快速お仕事術」

という名の通り、Excelの機能をフ

ル活用して、仕事に役立てていた

だくことを目標としています。とは

いえ、なんでもExcelで処理するこ

とが最良の方法であるとは限りま

せん。他のOffice製品と連携をとる

ことで、目的とする結果を効率よく

得られる場合も少なくないのです。

今回はExcelとPowerPointを連

携した商品カタログを作ってみた

いと思います。PowerPointといえ

ば、「プレゼンテーション用のアプ

リケーション」というイメージを抱

く方も多いでしょう。しかし、それ

は、裏を返すと画像などの視覚系

メディアの扱いに長けているという

ことです。この特徴を利用して、

Excelのデータベースに蓄えた商品

情報からデータを読み出し、Power

Pointのスライドに画像データを表

示した商品カタログ作りに挑戦し

てみましょう。

プログラムの
連携イメージ

プログラムの全体像を説明しま

しょう。ここでは、ある商品の情報

を「商品管理.xls」というExcelフ

ァイルで管理していると仮定しま

す（図1）。プログラミングの都合

上、一覧表は3行目から配置し、C

列には商品の画像ファイル名を、D

列には商品の補足説明を入力しま

す。また、画像ファイルは、「商品

管理.xls」ファイルと同じ階層にあ

る「picture」フォルダの中に収め

られているものとします（図2）。

このようなデータをもとにプログ

ラムを実行すると、PowerPointが

自動的に起動して、画像イメージ

を貼り付けたスライドを作成して

ゆきます（図3）。プログラムのおお

まかな仕様を次にまとめましたの
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で、概要をしっかりつかんでおいてください。

Excelサイド

・A列には商品データの番号が入力されているものとし、

途中に空欄がないものとする

・画像ファイル名は空欄でもOKとするが、その場合カ

タログには何も表示されない

・画像ファイル名が間違っている場合は、ファイル名を

赤色に変更する

PowerPointサイド

・カタログの先頭は表紙スライドとし、Excelのファイ

ル名と利用ユーザー名が自動入力されるものとする

・スライドには画像をひとつ表示し、画像の下にファイ

ル名を、右側に補足説明を表示する

・横長の画像は、横幅をスライドの横半分の大きさに縮

小する。また、縦長の画像は、縦幅をスライドの横半

分の大きさに縮小する

・PowerPointファイルの保存は手動で行なう

参照設定して
PowerPointを操作

コーディングに取り掛かる前に、大事な作業がありま

す。今回は、ExcelからVBEを起動しプログラムを作成

してゆきますが、大半の処理コードはPowerPoint VBA

を利用します。Excel VBAと制御構造や細かな文法など

は同じですが、オブジェクトモデルが異なりますので、

ExcelからはPowerPoint独自のオブジェクトやメソッド、

プロパティを認識することができません。

身近な例でいえば、Excelなら「worksheets.add」と

入力して改行すれば、自動的に「Worksheets.Add」の

ようにキーワードの先頭が大文字になってキーワードの

持つ意味が認識されますが、PowerPointの場合にはそう

はゆきません。そこで、あらかじめ「ここではPower

PointのVBAを利用します」とExcelに通知することで、

Excelの開発環境でPowerPoint VBAを利用できるよう

にします。この一連の操作を「参照設定による事前バイ

ンディング」と呼びます。

手順は極めて簡単です。VBEを起動し、標準モジュー

図1：Excelで管理する商品情報 図2：商品画像はExcelファイルと同じ階層に配置し
たpictureフォルダに格納

図3：PowerPointで作成した商品カタログ
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